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「今回の実践から」
研究主任の目👀
【個別場面と協働場面の一体化】
　授業冒頭に友達の作品を鑑賞する時間がありました。友達の作品を見て気付い
たことを共有し、自分の作品制作につなげる意図がありました。実際、電動ドリ
ルで穴を開ける作品を見た児童が、自分の作品にも穴を開ける工夫を施す姿が見
られました。自分の発想では考えつかなかったことに気付けるということが、鑑
賞の良さだと考えます。
　今回の授業では、鑑賞の時間と制作の時間を分けて設定していました。この時
間を分けずに、制作をしている最中に「いつでも」友達に意見を求めたり、友達
の作品を見に行ったりできるようにすると、個別の学習（作品制作）と協働的な
学習（友達の意見や作品鑑賞）が一体化し、制作する時間がさらに増えるという
ことが講師の永島先生の講義から分かりました。
　
【ワークシートによる自己決定】
　児童は作品制作の前に、ワークシート上に自分が表現したいことを描き表して
いました。あらかじめ、表現したいことを描き残しておくことによって、作品制
作のゴールが明確になり、制作活動に主体的に取り組めるようになるのだと感じ
ました。児童が主体的に学習活動に取り組めるよう、桜野小学校では児童の主体
的な学びを促すために、児童が学習方法や相手などを自分で「自己決定」するこ
とが有効な手だてではないかと考えいてます。日頃の授業の中で、児童にゆだね
られることがないかと考え、「１授業・１ゆだね」ということからスタートして
みることを提案し、実践を重ねていきます。
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指導・講評
麻布教育研究所　副所長　永島　孝嗣　様　

【学びを「見取る力」】
　児童の学びを見取るためには、
トレーニングが必要です。その
「見取る力」は、他者の授業を参
観することを通して、磨かれてい
きます。特に、「個別最適な学
び」を展開していった場合は、児
童個々人が選択した学び方や相
手、学習材料が異なるため、「ど
の子が」「どのような」学びをし
ているかを見取ることが重要にな
ります。この児童の学びを「見取
る力」が高まることで、適切なタ
イミングで児童にアプローチする
ことができるようになります。今
まで行っていた机間指導も、まず
は教室の四隅から児童の学習状況
を観察すると良いという研究報告
があります。児童の学習状況を観
察後、サポートが必要な児童に対
して適切なタイミングでアプロー
チしていくことで効果的な机間指
導を行うことができます。
　
【「個別最適な学び」とは】
　基本は「個」での学びですが、
いつでも友達の意見や学習材料に
アクセスできる学習のことを指し
ます。自分で取り組むことを支え
合うことが「協働」ということで
す。つまり、「協働的な学習」も
個人が行うことをベースとした学
習といえます。困ったときや周囲
の学びが気になったときに、すぐ
に友達の考えや様々な学習材料に
アクセスできるという状況が、児
童相互の「協働」を自然発生的に
生じさせることにつながります。
個別の学びから自然に協働して学
ぶことができるようにすること
は、桜野小学校が目指す「個別最
適な学びと協働的な学びの一体的
な充実」を進める上で大切な視点
です。

【インクルーシブ教育】
　現行の学習指導要領のキーワー
ドは、インクルーシブ教育です。
特別に支援を要する子でも学習に
向かえる授業を展開することが求
められます。
「基本のベースは自分でやる」で
すが、自分に合ったタイミングで
友達の学習状況にアクセスした
り、多様な教材に触れたりするこ
とで「個別最適な学び」につなが
ります。45分の中で、児童自身
のペースで学ぶ時間がどれほどあ
るかという視点をもつとよいでし
ょう。児童自身の力で「個」の学
びが進めば、「個別」⇔「協働」
の行き来が増え、１つの授業の中
で様々な学びを獲得することがで
きるようになります。
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